
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員A 15 15 15 19 15 79 ただの変な人ですwww.。たぶんこちらを笑わせる目的だと思うので、素直に
笑ってあげてください。ただただｗｗｗ面白いwww.。もう一度言います。ただ
の変な人ですwww.。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員B 10 8 9 8 10 45 幽霊かと思っていたものが人怖になった時は逆に怖くなる時ありますよね。顔
のパーツがバラバラな人間ておかしいので妖怪でしょうかね。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員C 16 19 18 14 17 84 「人間だとおもったら幽霊」の派生パターンの「幽霊だと思ったら別のモノ」
として斬新だと感じた。結局、女は一体何だったのかとても気になる。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員D 18 18 19 19 20 94 これ本当に何ですか…見える人は見えたことに対して無視するという術を知っ
ているからこそ、見えないとか理解できないものに対してやっと恐怖を感じる
と聞いたことがあります。これは正にその現象が起きているのかと…。日頃見
えない人に突然見えたものがこれだったら、とても恐ろしいと思います。どち
らが怖いんでしょうね。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員E 18 18 18 18 18 90 どっちにもとることができる話。この電車の車両に乗っている人々は、全員見
えないモノが見えてしまう人。それとも、この目の前にいる若い女は本当に変
わっているあぶない人物、どちらだろう。それにしても、中途半端に人には見
えないモノが見えてしまう人にとっては難解な状況だと思う。見えてしまうだ
けの人は、助けを求めたほうがいいのか、無視し続けたほうがいいのか判別で
きないので一番厄介なタイプでしょう。ここで変な人になるのは自分か、目の
前の若い女か、選択を迫られているようで面白い。それとも戦線離脱して、次
の駅で降りてしまうのも手だと思う。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員F 16 17 18 18 18 87 怖いというよりは、何だろう、不思議、という感じのお話でした。昔から他の
人には見えないものが見えていた主さん。だから、少々の事では驚かないとい
うのもわかる。電車に乗っていたら現れた若い女。目の前に立ち、いないいな
いばあっ!っと見せてきたその顔は福笑いのようにパーツがバラバラ。そして再
び繰り返されるいないいないばあっ!とまた違うバラバラな顔。こんなものを見
せられたら恐怖で悲鳴を上げるだろうか。見えないフリをしてやり過ごそうと
した主さんだったけれど、逆に他の乗客達もみんな見えていた、というオチは
意外で面白かったです。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員G 18 15 13 17 16 79 大抵のことには驚かない、と肝のすわりを見抜かれたが故に災難に見舞われて
しまったようなお話ですね。気づかないうちに体を乗っ取られてしまったの
か、なんなのか。福笑いのように顔のパーツがぐちゃぐちゃにされる側も、そ
れを見てしまった側もどちらも恐怖でしかないシチュエーション。いないいな
いばあというなんの変哲もないお遊びにフォーカスして、ちゃんと怖く仕上
がっているところが素晴らしいと思いました。顔のパーツがぐちゃぐちゃにさ
れていることを明記せず、セリフで表現されているところもよかったと思いま
す。偶然出くわしてしまった怪異と、怪異慣れしてしまっていた主人公のアン
ラッキーな感じも「こんな目に遭いたくない」という怖さに繋がって、怖さの
余韻が心地いいと思いました。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員H 13 13 15 13 16 70 霊感のある主人公、またしても霊に出くわしたのかと思いきや。。なかなかユ
ニークなお話でした。怖さ、謎の福笑い女、かなり不気味です。ただ、怖さと
いう点では薄いかな？物の怪の類なんでしょうか？一瞬垣間見える狂気、など
が欲しい所でした。鋭さ、主人公に向かって執拗に「いないいないばあ！」と
繰り返す場面、ラストの周りの乗客にも見えていた様子等にある程度の鋭さは
感じます。新しさ、女の顔がまさかの福笑いの様にパーツがバラバラ(笑)何？
コイツ状態ですね。結局、意図が全く分からないまま。怪異怪異して無いのも
一つの手法としては有りなのかも。ユーモアさ、ここは福笑い女もそうです
が、それ以上にオチの部分。いや、皆んな見えてんのかーい！です。意外さ、
主人公にとっては迷惑極まりないでしょうが、女がやっている事が奇行では
あっても害をなすモノではなさそうだった点と、で、皆んなに見えてるなら少
なくとも霊では無いようだけど、とは言え人でも無い。何者？？という結末に
持っていった所です。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員I 12 11 12 13 12 60 こと顔が変わる人が怪異で、乗客全員が霊感の持ち主だったら面白いなと思い
ました。はたまた語手以外が全員怪異であっても面白いし。どっちなんだろう
なとおもいました。間違いなく目の前に人は怪異だから、全員が霊感を持って
いるほうが現実味が高いなと思いましたが。。。

1384 初体験 柳家花ごめ 一般審査員J 15 15 15 17 17 79 乗客全員に見えていると言うのは、一体なんなのでしょうか。霊というより、
妖怪の類？想像力を掻き立てられ、面白かったです。また、この後の展開を考
えるのが楽しく、この不思議な福笑い女性が電車を降りていくのか、主人公が
逃げ出すのか、それとも主人公の挙動が不審で乗客が訝しがっているのか、幾
つもの次のストーリが思い浮かび、短編ですが自分の中でどんどん物語が広
がっていく感じが楽しかった。素敵な作品だと思います。文章の最初の一文字
を下げる書き方をするなら、全体で統一されるのがいいと思います。その方が
スムーズにお話が頭の中に入ってきます。

合計 151 149 152 156 159 767

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1352 金 青空あかな 一般審査員A 17 16 17 16 17 83 ユーモアがあるように見えて、ないような気がする。結構胸糞悪い話だからで
ある。渡した金も一緒に消えたのだろうか。そもそも空き巣犯じゃねーんだか
ら、金を渡す義理もないだろｗ。あと、殺人犯は自白しちゃだめだろｗ。てい
うか警察呼ばなきゃダメだろｗ。色々突込みどころはあると思うのだが、レベ
ルは高い怪談だと思う。色々な要素が詰まっていて面白い。ヒトコワと幽霊の
怖さのバランスも上手くとれている。ただ、個人的に幽霊が出るなら感動系の
話がいいんだよなー。感動系の話ならもっと得点を高くしたと思う。ちなみ
に、私は職質されたことはない。どーでもいいか。

1352 金 青空あかな 一般審査員B 8 9 8 6 7 38 お金を渡したら消える霊までは良かったんですが娘を殺した時もお金を渡した
ら消えたっていうのは違うきがしますね。そのオチをもっと納得ができるモノ
にしたら良くなると思います。

1352 金 青空あかな 一般審査員C 14 15 12 12 18 71 独特な世界観の作品でした。警官が幽霊だったという事実と話しかけてきた男
が娘を殺した犯人であったと分かる展開などが意外性があって良かったと思い
ます。

1352 金 青空あかな 一般審査員D 12 11 15 16 15 69 短い中でいろいろなことが起きていました。創作怪談と分かりつつ、エンタメ
としても怖い系としても個人的にはどっちつかずな感じがしてしまいました。

1352 金 青空あかな 一般審査員E 18 18 19 18 18 91 日常のルーティーンを破るように職務質問されてしまう、ちょっとした怖さが
ある。そして空き巣犯に疑われてしまい、怖さが増す。そのうえ目の据わった
見知らぬ男に肩を掴まれる、さらに怖さが増す。しまいには、目の前で事の発
端となった警官が虚空に消えてしまう、正気ではいられない事態に混乱したの
ではないかと思う。この畳みかけるように恐怖が繰り返されるのを読んでいる
側はおもしろい。そして金で解決できてひと息ついた時に現実の恐怖に気がつ
くでしょうね。まだ、ラスボスがいることに。そう、殺人犯と二人きりなのだ
と。結末が知りたいですね。

1352 金 青空あかな 一般審査員F 17 17 18 16 18 86 職質してきた警察官が幽霊だったのは意外でした。そして更に、その警察官の
幽霊は悪質で、何でもお金で解決するタイプだったというのは想像を越えてき
ました。幽霊警官に疑われている時に前から現れた男がてっきり何かしてくる
のかと思いましたが、いい意味で裏切られましたね。まあ、その男も殺人の前
科持ちではありましたけど。それにしても、自分の娘が殺されたのに逮捕もせ
ず、お金を要求して犯人を見逃すとか、本当にクズですね。日本の警察官にそ
のような人物がいない事を願います。

1352 金 青空あかな 一般審査員G 10 14 15 15 16 70 二段落ちというのでしょうか、落としどころがしっかり二つあり、かつ最後の
オチのインパクトのほうがちゃんと強いのでシンプルに文章が上手いなと思い
ました。果たして主人公はこの輩から無事に生還できるのかという不安さも読
後に残ります。金さえあればいいというクズと、欲望のために人命を奪ったク
ズ。そもそもこの警官はこいつが殺したんじゃないか？という考察も出てきま
す。すっきり終わらないところが逆にこの話の印象を深くしてくれていて良
かったです。

1352 金 青空あかな 一般審査員H 19 18 18 17 19 91 こっわ。色んな怖さの詰め合わせですね。怖さ、職質かけてきた警官が幽霊で
あり金を渡した事で消えた理由、生前にやってきたであろう事、またもう一人
の男の正体もとんでもない！主人公はこの後果たして無事だったのでしょう
か...？鋭さ、主人公がそもそも何故か職質される羽目になる冒頭から、警官に
金を渡せと言う突如現れた第2の男。更に驚きのラスト。大仰な仕掛けや言い
回しはありませんが、その分鋭さが増しています。新しさ、生きてると思って
話してたら実は死んでいた。それ自体はよくある設定ですが、仕事帰りに警官
に声掛けられて、まさかその警官が幽霊だったなんて誰も思わないでしょう
ね。また、もう一人の男によって明かされる、何故警官が金を渡すと消えるの
か？の理由。また、ラストの男のセリフ。ここで一気に怖さを増す展開。新し
さ、感じました。ユーモアさ、警官のどこまでも尽きる事ない欲深さと、その
男(仮にも警官)の娘を手にかけておいて金で解決したと白々と言ってのけるも
う一人の男。面白いですね。馬鹿げていて。意外さ、怪異でありしっかり怖さ
もありながら、それ以上に人の業の恐ろしさが端的に現れているストーリー展
開です。

1352 金 青空あかな 一般審査員I 14 12 10 11 12 59 お金に対する執着がすごい幽霊ですね。しかもそれが警官の幽霊で、生きてい
るときからお金に対する執着がすごくて、家族よりもお金というところはかな
りヒトコワ。犯罪を犯した人がそのまま警官を続けていることにはゾッとしま
した。

1352 金 青空あかな 一般審査員J 18 16 15 17 19 85 これは怖い。人怖として、秀逸だと思います。自分の娘が殺されてもお金に執
着するという異常性、警察官としてというより、人としてのモラルのなさ、愛
情のなさが、このお話の凄みだと思いました。とても良い設定だと感じまし
た。なんとなく星新一さんを思い出しました。軽く読めるのにブラックユーモ
アが効いていて、短い文章なのにパンチ力があるのがとても良いです。一つわ
からなかったのは、娘が殺された時この警察官は生きていたのか、すでに霊
だったのか。そこがわかる表現が盛り込まれていると、よりすっきりして良い
と思いました。また、文章の始めを1文字下げるのであれば、統一してあると
読みやすく、恐怖を感じることに集中できるのではないかと思いました。

合計 147 146 147 144 159 743

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員A 15 16 16 16 16 79 よくあるあるあるの怪談を逆の視点から見た怪談。面白いが、正直他にも思い
ついている人がいそう。ひとり道路に佇んでいた。夢だったのか。それとも現
実だったのか。最初っからタクシーになんて乗っていなかったのか。それとも
真実に気が付いてしまった瞬間、魔法が解けたのか。色々と想像すると、楽し
い。この話はもっと膨らませる余地があるように感じた。ところで、この怪談
の元ネタが鉄板ネタなのは、実際にタクシーの運転手で、そういう体験をした
人が多いからなわけであって、そう考えると・・・・・・かなり怖いですよ
ね。ちなみに私はタクシーはあまり利用しません。どうでもいいか。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員B 7 8 8 9 9 41 有名な話の続編みたいな話ですね。ユーモアはありますが怖さはあまり感じな
いので怪談にはむかないストーリーでした。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員C 16 20 18 12 18 84 シンプルでそれでいて非常に切れ味が鋭い作品だと思いながら読ませてもらい
ました。運転手が霊というパターンは斬新で、面白かったです。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員D 15 18 17 18 19 87 新しい展開で思わず拍手したくなってしまいました。無邪気に波打ち際で転ぶ
大人が一体何をしていたのかはさておき、タクシーの運転手さんは迷惑なんだ
ろうな、と少しにやにやしなが読んでいたら思いがけない展開にとても驚きま
した。ちょっと笑えるいい短編怪談でした。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員E 16 16 16 17 17 82 典型的なタヌキやキツネに化かされた話に似ている。全身びしょ濡れの人をタ
クシーが乗せるのか疑問に思う基本お断り、全身濡れているのなら尚更。きっ
と波打ち際で、すっ転んでいるマヌケな人間を見て、からかってやろうと思い
タクシーの幻影を見せたのではないか。その光景は、全身ずぶ濡れの人が一生
懸命に弁明している一人芝居の様子が繰り広げられていたと想像できる。それ
とも波打ち際で転ぶように、すでに仕掛けられていたのかもしない。タヌキや
キツネの暇つぶしに付き合わされ、いい経験が出来たと思うと可愛くほっこり
してしまった。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員F 16 16 17 18 17 84 怖さよりも面白さを感じるお話ではありました。なるほど、そう来たか、と。
まさか、タクシードライバーの方が幽霊だった、というのは新しくもあり、意
外性もあって良かったです。乗客が幽霊だった、という話はゴロゴロあります
もんね。でも、全身ずぶ濡れになった状態でタクシーに乗るのは勇気が要りま
す。タクシードライバー側からしてみても、ギョッとするだろうし、普通に乗
せたくないんじゃないだろうかという気はしますが。タクシーに乗って走って
いると思っていたら、突如運転手と共に消えるというのは呆然とするでしょう
ね。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員G 10 5 15 13 18 61 幽霊側の話と思いきや、運転手さんが幽霊でしたという後半で話がひっくり返
るところが面白かったです。運転手さんが出会った女幽霊はその後どうなった
のか、今でも他のドライバーを死へ誘っているのか。死んだ運転手さんのタク
シーにまだ乗っているということはないみたいですね。もしかしたら女幽霊か
らお客さんや他のドライバーを守りたくて、死んだ今でもタクシーを走らせて
いるとも考えられます。よく考えてみるとタクシーって運要素強い乗り物です
から、こんな出会いも実は結構あるのかもしれません。最後に、次のタクシー
が来てくれそうなところで降ろしてくれていたと思いたい…。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員H 13 14 15 17 17 76 物語として読みやすく、引っ掛かりなく、良いと思います。怖さ、確かにタク
シードライバーが目の前から消えて、実は幽霊だったというのは一定の怖さは
あります。ただ、文体がポップなテイストの為、笑い話的な側面も感じられ、
そこで怖さが損なわれていると感じました。鋭さ、状況説明と会話でのストー
リー展開。簡潔でまとめ方も上手い。ただ、切れ味の鋭さがあるかと言われる
とそこまででは無いかな。タクシードライバーの「死んじゃったんですよ」の
後に、彼の無念さ、怨みの表現があればまた違った気がします。新しさ、乗り
込んだタクシーで出会う怪異が、道中で幽霊が出てくるだとか見知らぬ土地に
迷い出るでは無しに、タクシー内で巻き起こり完結する点に新しさを感じまし
た。ユーモアさ、ドライバーこそ怪異であり、かつ人間臭さの残る幽霊である
描写に笑ってしまいました。意外さ、遭遇する怪異のオチと主人公が無傷です
んだ所です。通常こういう展開とオチだと巻き込まれて死ぬ、もしくは死にか
ける、パターン多いですが。こういう終わり方も良いですね。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員I 10 10 13 16 13 62 よくあるタクシー会談かとおもいきや逆だった(笑)タクシーにのったのだから
消えたときは尻餅ついちゃうのかと思いきやたたずんでいたということは、タ
クシーにすら乗ってなかったと（笑）運転手さんの逆襲なんでしょうか。おも
しろかったです。

1339 タクシードライバー ゆう爺 一般審査員J 17 17 17 15 20 86 まさかタクシーと運転手が霊だとは思いませんでした。タクシーが霊というの
も面白いし、意外性があってとてもよかったです。改行の位置がよく、文章が
スッと頭の中に入ってくるのも怖さを引き立たせていてよかった。美しさとい
うのは恐怖を倍増させるので、文章が美しいのは怪談では大事な要素だと思い
ます。タクシーの運転手は、乗せた女性の霊に誘われて、命を落としたので
しょうか。そうだとしたら、この運転手は同じように主人公の命を奪おうとは
考えなかったのでしょうか。タクシーの運転手が、主人公の命を狙ったと思わ
れるシーンが少し入っていると、ますます恐ろしさが増してよかったのではな
いでしょうか。また、主人公が全身びしょ濡れになるシチュエーションが波を
被った、ということでしたが、ここは雨が降っていたけど傘を持っていなかっ
た、とか、リアリティがある演出が良かったのではないかと思います。

合計 135 140 152 151 164 742

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員A 17 16 15 16 15 79 「ここだけ掃除しても汚れる」。個人的にはここが恐怖のポイントだと思った
のだが、この怪談のメインとはあまり関係がなかった。髪の話なのはわかるの
だが、「ここだけ掃除しても汚れる」というのは、もっと活かせなかったもの
か。せっかく不動産関係の話なんだし。とはいえ、そこを中心に据えるとなる
と、長編になってしまう気がする。短編で上手く活かす方法を考えてくださ
い。ガリガリッ！　ガリガリッ！　チュパチュパ　レロレロ　チュパチュパ　
レロレロ　ウメエエエエエエ！！！！！！　あれ？　止まんねえぞ、これ。ウ
メエエエエエエエエ！！！！！！！！

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員B 8 8 6 6 6 34 何度読んでも意味がわからない話ですね。誰が誰の指を舐めてるのかと、口に
手を突っ込むのか、何の甘い香りなのかわからなすぎて全然、怖くないです。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員C 20 20 14 12 18 84 畳から髪の毛が出てくる時点でかなり不気味なのに、さらにそれを触った指を
なめ始める意外な行動がさらに異様で不気味な世界観を表現していると思いな
がら読ませてもらいました。最後に自分の口からも髪の毛が出てくるオチも意
外性がありとても良かったです。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員D 16 12 17 17 16 78 リノベーションして綺麗になったはずの部屋が何度掃除しても汚いという話は
よく聞きますが、こういうパターンはないので新鮮でした。そもそも、その部
屋で以前何が起きたのか全く分からないのも気持ちが悪い。しかも、なぜか
「それ」に関わった人が魅了されてしまうのは何故なのか気になります。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員E 16 16 16 16 16 80 読み進めてみて、誰の口に手を突っ込んだのかわかりにくい。どちらにしても
口の中から長い髪の毛が出てきたようだとわかる、髪の毛は1mほどあるでしょ
うね。なぜ不快感に襲われて口に手を突っ込むのか理解できない、吐いちゃう
よきっと。甘～い匂いはバニラのような香りだったから、Bは指を舐めしゃ
ぶったんだろう。その流れだと、『僕』は髪の毛を舐めしゃぶると予想できて
しまう。だけど、匂いだけで味はどうなんだろう、舐め続けられるのなら甘い
味がするのか気になるところ。この二人の情景を第三者が見たら、ものすごく
気味の悪いものに見えるだろう。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員F 17 16 16 16 17 82 髪の毛が絡むと独特の怖さ、気持ち悪さがありますね。一見、綺麗で明るいリ
ノベーションされた古い団地の部屋。その部屋の主のBが、和室だけは掃除し
てもしても汚れてしまうと言う。その汚れというのが爪で畳を引っ掻く度に絡
み付く大量の髪の毛。その髪の毛をゴミ箱に投げ入れた後のBの行動がまた気
持ち悪い。その指を舐めしゃぶる姿を想像すると本当に気持ち悪いけれど、そ
の行為に不快感を感じたはずの〝僕〟もまた、口に手を突っ込み、それを享受
してしまうところが意外性もあって怖いです。事故物件だったのでしょうか
ね。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員G 10 10 15 15 10 60 これまた気色悪い、なんかちょっと変態っぽい雰囲気のあるお話でした。怪異
に惑わされた結果、そんな変態になってしまったのか、元々なのか…。少し遊
びに行った程度で実際の髪の毛が口に生成され、かつ精神的に影響を及ぼして
くるこの部屋の主は一体どんな存在なのかがきになりました。Ｂ君は恐らくも
う元に戻れないとして、主人公は戻れるのかどうか。二人でその部屋の髪の毛
を食べていたりしたら、まさにゾッとしますね。人が指をなめるところを見
る、髪の毛が口から出てくるという生理的嫌悪感を上手く怪談に落とし込めて
いると思います。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員H 17 18 17 16 16 84 うわぁ。。気持ち悪い！厭怖すぎます。怖さ、畳みを引っ掻くと大量の髪の毛出
現、Bの奇行、更に主人公の口からも髪が！いや、これは怖い。鋭さ、Bのとっ
た異常行動からの主人公の身にまで、、の流れが簡潔、明瞭で不気味さと怖さが
際立ってます。新しさ、長い髪は定番中の定番。敢えて持ってくるあたり中々
度胸あるなと思いましたし、さてコレをどう使うのかな？と読みましたが、
「ここだけ掃除しても汚れるんだよな〜」と言いながらＢが髪の毛を取り出す
あたりギョっとしますし、かと言って髪の毛の持ち主？本体が現れる訳では無
い。そして髪の毛が例えば首を絞めてくるという現象も起きない。「ただ」そ
こにあるだけ。でもちゃんと怖い。ユーモアさ、Ｂの指を舐める様とラストの
主人公も取り込まれてしまったであろう事を示唆している点です。何がどうし
て、どうやって取り込まれたのかの説明はありませんが、恐らくは人間誰しも
にある業、闇のようなものに取り込まれたのかなと。生きることの可笑しみを
感じます。意外さ、大袈裟な展開は一切ないどころか、え？髪の毛がでてくる
だけ？なんですがＢの異常行動で既に彼が手遅れである事、主人公もまた、口
から髪の毛が出てきたこと、そこから漂う甘い匂いとやらに魅了されてしまっ
ていることで、彼自身ももう元には戻れないだろう事が想像できて、読み終え
ると何とも言えず厭〜な気持ちになります。しっかり厭怖怪異譚です。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員I 12 11 11 11 12 57 指はBが語手の指を舐めていたということなんでしょうか。そして髪の毛は和
室に落ちているのをかき集めたのではなく、Bの体内から出てきた髪の毛だっ
たということでしょうか。甘い匂いとは。。。体内から髪の毛は想像しただけで
かなり気持ち悪いです。早くお引越しすることを切に願います。

御髪(ミグシ) オラオラ 一般審査員J 15 16 15 16 18 80 題名から話の展開が想像できませんでした。その意外性が、とても良いと思い
ます。最初は友人Bが何かに取り憑かれているのかと思ったのですが、恐ろし
く不気味だけれど甘い匂いで魅力のある御髪に「僕」も魅了されていくのが、
非常に興味深い展開でした。これだけ虜になってしまったら、「御髪」と呼び
ますよね。この二人がこれからどうなってしまうのか、想像するのが難しいの
も後味が悪くてよかったです。擬音の使い方が上手いと思いました。僕が
「ツ」と悲鳴をあげるのが、臨場感があってとてもよかったです。短い文章の
中で、「僕」の御髪に対して感情の動き、不快感から快感へと変わっていく過
程がコンパクトにまとめられていて、とても読み応えがありました。句読点を
使わないスタイルなのだと思いますが、わたしには少し読みづらかったです。

合計 148 143 142 141 144 718

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員A 15 16 17 17 16 81 昔テレビでよく座敷童の特集とかやってましたよね。縁起がいいものなんだけ
ど、いなくなっちゃう時のことを考えるとマジで怖いのよ。今はやってるんだ
ろうか。そもそも怪談番組自体がテレビよりユーチューブでやってんのか。こ
のコンテストに関わってる人たちってそっち系の人たちなんでしょ？　なんか
めっちゃ儲かってんでしょ？　なんか懐かしいよね。話のユーモアよりも、懐
かしさにひたっちゃったぜ。平成の夏！　みたいな。なんのことかわからな
い？　令和だなあー。でも今もまだ平成の感覚は残ってるんだなあ。ユー
チューブとかこのコンテストで。ごめんなさい。締め切りギリギリの深夜テン
ションなので少しおかしくなってます。点数はちゃんとつけました。ご安心
を。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員B 5 6 6 7 8 32 わからなかったんですが、ただ単に隣の部屋の人が座敷わらしを呼ぶ声でし
たって事ですかね。それなら怪談ではなくて普通の話しですね。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員C 10 12 16 20 12 70 もしかしたら意味怖系かと思い何度か読み直しましたが、一晩中話しかけてい
たのは別の客だったということなのだろうか。結果として声の主は幽霊ではな
かったというオチなので、怖さはあまり感じなかった。一方で、笑い話として
捉えると面白い作品だと思う。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員D 17 15 18 18 19 87 シンプルに気持ちが悪い！隣室にこんな人いたら座敷童子いるとしても部屋変
えてもらうかもしれません。そして座敷童子もこういう人のところには出てこ
ないのでしょうし、こんな大人に呼び出されて可哀想になってしまいました。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員E 16 16 16 17 16 81 座敷わらしがいる旅館に宿泊したらしい内容。一晩中、旅館の従業員に見張ら
れていたと思うと気色悪い。その従業員は座敷わらしの役をする人だったよう
だ。それとも従業員ではない誰かが、あまりに声をかけられ過ぎて辟易して文
句を言った、とも思える。座敷わらしは自分から、ちょっかい出すのは好きだ
けれども、人から出されるのは嫌なのかも。放置して欲しいタイプらしい。一
晩中続いた声を無視して、一晩中声を掛け続けた『私』という人物は迷惑な客
だということがよくわかった。布団の中で耐えたとあるが、本当に耐えていた
のは誰だったのだろう？

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員F 14 15 15 18 17 79 一晩中聞こえていた声は座敷わらしの声ではなく、他の宿泊客が座敷わらし出
てきて欲しさに話かける声だったんですね。確かに、そんな風に一晩中ずっと
話しかけられたら座敷わらしも引いちゃうかもしれませんね。しかも、人形が
どれも不細工って…。女将さんだけじゃなく座敷わらしもいい気はしないか
も。その宿泊客がいなければ、もしかしたら主さんの所に座敷わらしが現れて
いたかも…と思うと残念な気がしますね。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員G 10 12 17 17 10 66 座敷わらし側のお話と解釈しました。冷静に考えると、自分が滞在している場
所で知らない人からやたら声かけられるって気が休まらないし、怖いですよ
ね。幸福を呼んであげようという気にもならないし。ひとつ気になったのは、
旅館の人も一晩中起きてたの？ということ。私はそっちのほうが怖いなと思い
ました。監視されているようで、それもそれで心が休まりません。子供も動物
も構いすぎると嫌がられますからね、北風と太陽のように程よい距離感は怪異
と付き合うには一番大事にすべきところかもしれません。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員H 12 11 12 12 13 60 かなり分かりづらいし、解釈が難しいです。ごめんなさい。怖さ、主人公に聞
こえていた声があの世の人達か、現世の者かで全く違ってきます。どうとでも
取れますが、それだけに怖さはあまり感じません。鋭さ、例えば主人公に徐々
に怪異が迫っているであるなどの表現があると良かったのですが。新しさ、結
局の処怪異なのか否か、判然としないままにさせておく。試みとしては新しさ
はありますが、正直謎かけが先攻しているとどうしても他に目が行きにくくな
ると言うか。ユーモアさ、最後の二人組の会話ですかね。

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員I 12 11 12 14 13 62 まさかの座敷童側の視点だったとは(笑)いや、ホテルの人はなんでホテルの人
形を不細工って言ったことをしっているのか？？待って、ホテルの従業員とお
客さんの霊？？座敷童はそもそもいない？？だめだ回答を求めて考えがぐるぐ
るしてしまう(笑)

1383 座敷わらし らんぽん 一般審査員J 15 18 18 20 20 91 これは面白い！大笑いしてしまいました。しかも、途中までちゃんと怖い。人
形が可愛くないと悪口を言われているのも面白い。ユーモアと意外性は今回の
応募作品の中で一番です。厳密に言うと怖い話ではないかもしれないけど、わ
たしはこの作品が大好きです。座敷童の話や旅先での恐怖体験は怖い話では良
くある設定ですが、それをここまで意外な結末に導いた創造力が素晴らしい。
この方のユーモアあふれる作品を、これからも拝読したいです。「　」を使っ
てセリフを多用しているのも、とても素晴らしい手法だと思いました。一気に
お話に入り込むことができました。

合計 126 132 147 160 144 709

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1349 蛾 青空あかな 一般審査員A 15 15 16 16 15 77 前世が蛾だったからって、現世で蛾のように振る舞う必要はないんですよ。小
倉さんに伝えてあげましょう。前世は前世、現世は現世です。全然話は変わる
けれど、前世が「蝶」と「蛾」じゃあ全然違う印象を受けますよね。この話に
関して言うと、というより怪談に関連して言うと、もしかしたら「蛾」より
「蝶」の方が怖いかもしれない。そもそも汚い印象のものより、美しい印象の
ものが実は・・・って話の方が怖いかもしれない。個人的な意見だが。知らん
けど。モスラってそんな怖いかなあ？　「蛾」はそもそも怖いもんだから、次
は蝶の怪談が読みたいなー。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員B 6 7 7 8 6 34 話の流れは良かったんですがオチが意味わからなくて、蛾が部屋中に張り付い
ていて終わってるんですが、その後が大事でそこにオチをもってくるとよくな
ると思います。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員C 14 16 14 14 13 71 奇妙な隣人に気に入られてしまったことによる恐怖や引っ越し先にまで付きま
とわれる理不尽さが伝わってくる作品でした。怖さがもう少しあると、得点が
もっと高く付けられたかなと思いました。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員D 17 15 18 17 15 82 こんなお隣さんだったら引っ越して正解です。生まれ変わりは実際にあるかど
うか分からないものの、この方に関しては違うだろうなということだけは分か
ります。どんな精神状態に陥ったらこんな言動が出てくるのか気になります。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員E 16 16 17 16 17 82 引越しに失敗したということのようだ。前世が蛾だと言う小倉さんは、今世で
人間になり殺される側から殺す側になったのだから、これは出世と言えるもの
かもしれない。なぜ入居予定のマンションの誘蛾灯に小倉さんがいたのだろう
か。そして入居した家には誘蛾灯は無かったのに蛾がびっしりと張りついてい
る。小倉さんにおすそ分けされているこの『私』という人物は、とても気に入
られているのではないかと思える。部屋を下見した時には蛾はいなかったのだ
ろう、しかし入居初日にはたくさんの蛾がいる。ということは、『私』という
人物こそが誘蛾灯。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員F 18 17 18 16 17 86 不気味な怖さを感じるお話でした。蛾は苦手なので、想像するだけで気持ち悪
い。前世が蛾だった、というのはどうしてわかったのか？自分の趣味嗜好や行
動からそう思ったんでしょうか？何れにしても、小倉さん本人が前世は蛾だっ
たと確信していて話を聞かせてくるだけなら嫌だけどまだいいとして、樹液を
持ってきたり、腐った果物を持ってきたりするのはやめて欲しいですね。そん
な人が隣人だったら、そりゃ引っ越そうと思いますよね。考えて誘蛾灯がない
ところに引っ越したのに、新しい部屋の壁にびっしりと蛾が張り付いているの
は、絶対に小倉さんが関係していると思います。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員G 12 15 16 16 10 69 蛾ってだけでもう嫌なのに、それが部屋びっしりって…小倉さんのせいでも、
せいじゃなくても絶叫ものです。光に集まる習性がありますから、認識した次
の瞬間には一斉に飛び出していきそうで、それもまた嫌ですね。小倉さんとし
ては好意的に振舞っていたとしたら、お話の主人公も前世は蛾だったのかもし
れません。はっきりと前世を認識しているが故に、どんどん先祖返りのような
状態になっていくのははたから見ると実に奇妙ですね。虫というのは綺麗なも
のもいれば、視界に入れたくもないものも居ます。その中でも蛾は比較的見れ
るほうだと思うのですが、不気味さと奇妙さでぐっとアイコンとして引き立っ
ていたと思います。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員H 12 12 15 10 15 64 不気味ではあります。確かに。ただ、怖くはありません。怖さ、隣人の小倉の
自分の前世は蛾だと主張し続け、それを想起させる様な奇怪な行動も取る。異
様ではあります。実際、異形のものかも知れない。でも怖さにまで昇華出来て
いません。鋭さ、文章構成は悪くないと思います。ただ緩急が無い。もっとゾ
ワっとする部分が欲しいです。新しさ、小倉さんの奇行が前世の記憶(と本人の
言う)か単に頭がおかしくなったが為の奇行なのか分からないまま、主人公が
引っ越し先に赴くと、、というラストですかね。ユーモアさ、はほぼ感じられま
せんでした。奇抜ではありますが、小倉さん、が奇妙な行動を色々と取る様の
中にユーモア要素は無いかと。主人公のリアクションも薄いので、もう少し個
性をつけても良かった気がします。意外さ、蛾ってそもそも気持ち悪いです
が、それをキーポイントとして使うやり方は発想として面白かったです。最後
が、主人公の部屋の壁に蛾がびっしり張り付いている。で終わらせているの
で、で、どうすんのコレ？結局何？ともやっとする締め方も意外性ありです。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員I 12 11 11 10 12 56 前世が蛾だったからって現世の行動がものすごく影響をうけていて。。。しかも
よりによって蛾だから行動が気持ち悪い。ところで引っ越し先に蛾がたくさん
いるのはなんでだろう？？どこから入ってきたのだろ？？これが続くのかもし
れないと思ったらゾッとします。

1349 蛾 青空あかな 一般審査員J 15 15 15 18 18 81 小倉さんが主人公の引っ越し先にまで姿を現したことに、心底ゾッとしまし
た。誘蛾灯があったから？それとも、主人公に執着があったから？考えれば考
えるほど謎めいて、短文なのにとても長い時間楽しむことができました。誘蛾
灯がないところに引っ越した主人公は、果たして小倉さんから逃げ切れたの
か？びっしりと壁に張り付いていた蛾は小倉さんとは関係があるのか？主人公
が逃げ切れているよう、祈ります。小倉さんが主人公に渡してきたものが気持
ち悪く、不気味さを引き立てているのがとても良かったです。数ある虫の中で
今回蛾をテーマにしたのはなぜか、そこがとても気になっています。考察のし
がいがあり、文字数以上にボリュームのある内容だと思いました。文章の一番
初めを1文字下げる書き方をされているようですが、統一されていなかったの
で統一感があると読みやすく、より内容に引き込まれたと思います。

合計 137 139 147 141 138 702
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

泡立ち 青空あかな 一般審査員A 15 15 15 16 15 76 「だって、血を混ぜた方が泡立つよ？」じゃねええええええええええええええ
えええええええええええええええええええええええええええええええええええ
えええええええええええええええええええええええええええええええええええ
えええええええええええええ
え！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
！

泡立ち 青空あかな 一般審査員B 8 6 8 9 7 38 はじめからオチがわかる話なのでまずはそこを変えていった方が良くなると思
います。

泡立ち 青空あかな 一般審査員C 18 20 18 15 18 89 好きだったスポンジケーキの作り方が予想外で、気持ち悪すぎました。周りの
パティシエたちもそれを当たり前のように受け入れている点も異常さをよく表
現できていて良かったなと思います。

泡立ち 青空あかな 一般審査員D 17 15 17 16 17 82 どんなケーキ屋さんかと思って読んでいたらとんでもないお店でした。ほのぼ
のした展開で何が起きるのかと思っていたらこんなことが起きるとは…「大人
気の赤いスポンジ」というのがどういうものかあまり想像できなかったので、
見た目なり味の特徴がもう少し欲しいなと感じました。衛生的には完全アウト
ですが、ファンができるほどの味は気になります…

泡立ち 青空あかな 一般審査員E 16 17 17 17 17 84 赤いスポンジの色が血液の色ということではなくて、泡立てるための材料だっ
たという話。病気がうつりそうなケーキだ。赤いスポンジが有名というケーキ
屋さんには、どれほど従業員がいるのだろうか。泡立てるために使用している
のなら他のスィーツにも使われているはず。相当量の血液が必要になるのは間
違いない。味にも変化が出るのか、例えば血液型によって配合の分量が違うと
か、LDLが高い血液だと濃厚になるとか、まあ鉄分はアップですね。泡立てる
ための添加物は存在しているのに血液を入れるメリットってなんでしょう。店
の秘伝とでもいうのでしょうか？企業努力がうかがえるそんなお話。

泡立ち 青空あかな 一般審査員F 17 16 17 17 17 84 赤いスポンジ、というところで、何となくその理由が予想は出来てしまいまし
たが、考えたら怖いですよね。実際に卵液に血を混ぜた方が泡立つかどうかは
知りませんが、それを当然として卵液に血を注ぐ店長も怖いけど、周りのパ
ティシエも怖い。朱に交わればなんとやら、でしょうか。更に、そのスポンジ
の赤い理由が血だと知らずに、大好きで今まで食べていたんだ、と考えるのも
怖い。世の中には知らない方がいい事が結構あるのかもしれませんね。

泡立ち 青空あかな 一般審査員G 10 5 13 10 10 48 異物混入事案ですね。ケーキは赤いですが、保健所は真っ青のケーキ屋さんで
した。これをずっと客に食べさせていたのかと思うとさらにげんなりするとい
うか、気持ち悪くなるというか。主人公は胃がひっくり返る思いでしょうね。
泡立つか泡立たないかで異物混入、しかも血液を入れちゃうって、よほどこの
お店は追い詰められていたのか、段々と狂っていった結果なのか。ヤンデレ系
の作品で、チョコレートケーキに血液を混ぜるとかは創作でよくありました
が、あれは愛故みたいな理由がありました。でも、これはそうじゃないのがま
た気持ち悪いですね。何かの儀式だと思ったほうがまだ納得できます。

泡立ち 青空あかな 一般審査員H 14 13 15 14 12 68 怪異というよりホラーですね。怖さ、設定が突飛すぎて頭の中が？だらけでし
た。赤いスポンジの正体が血を混ぜ込んでいた事によるものだった。衝撃より
不自然さが気になります。鋭さ、店長やお店のスタッフが自分達の行動に何の
疑問も覚えていないようですが、そこでの異様さが文面から感じ取れません。
新しさ、あくまで怪奇では無く人怖話と捉えるなら、スポンジ作りに血液を混
ぜ込む、理由は「より泡立つから」。この点も新しさとして受け取れます。ユー
モアさ、憧れのケーキ屋に晴れてパティシエとして就職できた主人公の哀れ
さ、でしょうか。しかも、店長達の奇行を目にしても吃驚はしていても今一怖
がっている風でもない。いや、そこはもっと怖がってよ(笑)とも思いました。
意外さ、人怖な上に奇行の理由が斜め上いってる処ですかね。ただし、怪異と
いう意味では著しく欠けます。怖さが成り立った上での意外性でないと怪奇宴
としての体をなし得ないと思います。

泡立ち 青空あかな 一般審査員I 13 11 11 10 10 55 語手は子供のころからそこのケーキが好きで、そしてスポンジの秘密をしって
しまって、きっと吐きそうなくらい気持ち悪かったでしょう。そのケーキをい
ろんな人が食べていると思ったら、病気になりそうな事も含めゾッとします
ね。

泡立ち 青空あかな 一般審査員J 15 13 15 18 15 76 赤いスポンジケーキという発想が素晴らしいです。想像しても鮮やかでインパ
クトがあります。また、ケーキという美しく可愛らしいイメージにもぴったり
です。その美しさがグロテスクな調理方法から作り出されていたのだと思う
と、そのギャップにゾッとします。ただ、恐怖という意味で言うと、少し弱い
かな、と思いました。血液だけでなく、体の一部をケーキに混ぜ込んでいて、
パティシェはみな体の一部が欠損している、くらいの衝撃のある設定でもよ
かった。また、血液を混ぜると泡立つと言うのは、事実なのでしょうか。現実
的に根拠のある話だと、恐怖が増したのではないかと思いました。文章の始め
を1文字下げるのであれば、統一されていると読みやすく、お話が頭に入って
きやすいと思います。この方は他にも作品を応募されているのではないかと思
いますが、言葉のチョイスや表現がとても好きです。

合計 143 131 146 142 138 700

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員A 15 14 14 15 14 72 とある漫画で同じような場面を見たことがあります。よくある現象なのでしょ
うか。それはそうと、イヤホンから音漏れしている人って、それだけでちょっ
と怖いですよね。そっちの方向を掘り下げてみてもよかったかもしれない、と
りあえず、既視感があったため、新規性は感じられなかった、ヒトコワを意識
してみましょう。顔はたぶん見ない方がいいと思う。でも見ちゃうんだよなー
これが。のっぺらぼうってことはないだろうし、案外普通の顔なのかも。個人
的には、ちょっとイッちゃった顔で舌を出したりしていたら絵になるなあー、
と思った。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員B 8 10 10 8 10 46 ストーリーはいい感じなんですがジャカジャカいっている原因もわからなけれ
ば、耳のミミズをなぜ電車の中で取り出すのかもわからないので怖さは半減し
ますね。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員C 12 16 12 12 12 64 耳から取り出したミミズのようなものの正体が気になります。音源がミミズな
のかどうかや青年の正体などもう少しだけ説明があると、物語の世界にもっと
入り込めたかと思います。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員D 11 10 16 14 14 65 文章が全体的にふわふわしていて鋭さはあまり感じなかったので低めにつけま
した。何が起きているか少々分かりづらかったので読み直したものの、気持ち
が悪い状態だというのはなんとなく分かりました。毎日のように背中越しに不
快な思いをしているのに同じ場所に乗り続ける体験者にもそこそこの狂気を感
じます…

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員E 16 16 16 16 16 80 人に寄生している妖怪？　のようなものがいて青年を操っているようだ。1秒
で尻尾が見えるなんて、そんなに長さも無いようだ、どれだけ短いミミズだろ
う。表現と文章の内容が、一致していない部分がとても気になった。音漏れを
していると思うとイヤホンから流れていると感じるけれど、もしかしたらその
何かに操られてビートボックスをしているのかもしれない。顔を確認する時
に、どこから音がしているのかを見て欲しい。毎朝、目の前にいるということ
は、『私』に虫が移っている可能性もあるかも。『音信不通』というか『音源
不審』のような気がする。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員F 16 16 17 17 17 83 これは怖いというか、気持ち悪いというか。前に立つ後ろ姿の青年の耳から出
てきたものは何だったのでしょう？最新のミミズ型イヤホン？いやいや、やは
り、文字通りのミミズ？イヤホンからの音漏れで耳を悪くするのでは、と、心
配になる位の音量で聴いていたのは逆にそんなものが耳に入っていたからなの
では？まあ、何れにしても、そんな奇妙なものを見てしまっては、前に立つい
つも後ろ姿の人物の顔を拝みたくなるのは性ですかね？ちょっと怖くはありま
すが。ただ、タイトルと内容はちょっと合わないのかな、という気がしまし
た。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員G 10 10 13 18 11 62 気持ち悪いし、気味が悪いというお話ですね。昔の都市伝説でピアスの穴から
出てきた糸を引っ張ると失明するっていうやつを思い出しました。そのミミズ
は彼にとって引っこ抜いても問題ないものなんでしょうか。耳に詰まったもの
を取り除く気持ちよさもあるなら体験してみたいかもしれません。あと、ミミ
ズはハードロックが好きなのかな、もしくはエレクトロ？なんて想像が色々で
きて面白かったです。ミミズと見れば面白くもありますが、これが臓器的な感
じだったら一気に痛々しい感じになりますね。ミミズというところがちょっと
ファンタジーな世界観でいいですね、『パンズラビリンス』のような。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員H 13 14 15 13 13 68 評価にかなり悩みました。怪異というよりは不気味、気色悪い話しという印象
です。先ず怖さ、かなり弱い。少なくとも私は感じられませんでした。短編で
文字数がかなり限られてるので仕方ありませんが、青年の耳の穴からミミズが
出てきた、だけではちょっと。。せめて正体や原因を示唆するものが無いと厳
しいです。鋭さ、ここも弱い。物語がサラッと進んでいきますが、それ以上の
ものがありません。どこかにチクリと毒が欲しいです。新しさ、うーん。耳の
穴からミミズ(らしきもの)が出てくるという珍しいシチュエーションではあり
ますが、「怪異譚」としての新しさとは違います。不気味なソレが何某かの行
動を起こす、であれば新しさも伴ったかも知れませんが。ユーモア、私には感
じ取れませんでした。敢えてあげるとすれば、主人公でしょうか。目の前で不
気味な出来事が起こっているのに、「明日、顔を確認してみるつもりです。」と
寧ろ面白がってすらいるように見えます。意外さ、耳の中からミミズが出てく
る異常な事態が起こるも、特にそれが主人公に害を成すでも無く、ただ有るの
み。という点でしょうか。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員I 12 10 11 12 13 58 なんの音が漏れてたのでしょう？音漏れと間違うようななにか違うおとだった
のか？耳から引きずりだされたものはなんだったのか？？ずっと後ろ姿なのは
なぜなのか？疑問はたくさん残ります。不気味です。顔を見ようとして無事で
あればいいのですが。。。

1326 音信不通 あおやまままさし 一般審査員Ｊ 15 15 15 18 15 78 みみずのようなものが耳の中から出てくるというのが、とても気持ち悪く、恐
ろしくて良い発想だと思いました。音漏れがしているということは、なんらか
の音を発しているのでしょうし、その音が一体なんなのかを考えると、ますま
すゾッとします。また、青年の顔がわからないというのも、不気味さが増して
いい演出だと思いました。顔を見てしまったら、また別の恐怖があるのかもし
れないですね。満員電車の中で、リュックを背中に背負ったままという、マ
ナーの悪さも不気味さを際立たせています。題名と内容がわたしにはしっくり
来なかったのは残念。今はコードレスのイヤホンが主流になりつつあるので、
ピンとこない人もいるかも知れません。そこについては、リアルさが足りない
ように感じました。非常に細かいことですが、改行の位置に少し違和感を覚え
ました。工夫すると文章が読みやすくなり、テンポよくより恐怖を掻き立てら
れるのではないかと思いました。

合計 128 131 139 143 135 676
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